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ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として
奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある：

奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を推進すること。

第4

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値ある
ものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の
職業を高潔なものにすること；

第2
知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；第1

ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活
において、日々 、奉仕の理念を実践すること；

第3
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　　　    足尾植樹奉仕活動

栃木西ロータリークラブ創立50周年記念式典
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◆  世界ローターアクト週間
　1993 年、RI 理事会は、ローターアクトの創立

25 周年を記念して、3 月13 日を含む１週間を、「世

界ローターアクト週間」に指定しました。ローター

アクトは、18 歳から 30 歳までの青年男女のための、

ロータリーが提唱する奉仕クラブで、ロータリアン

は、ローターアクトから、若いエネルギーや、新し

いアイデア、労力を得ることができますし、ローター

アクターは、ロータリアンから深い知識や経験を学

ぶことができます。

　第 2550 地区では、宇都宮東 RC と足利東 RC の

2クラブがローターアクトを提唱し、若い青少年を育

成しながら、奉仕のパートナーとして重要な役割を

担っております。これらの若い人々は将来のロータリ

アン候補であり、また、ロータリー家族の重要な一

員でもあります。当地区も、宇都宮東、足利東の両

クラブに続き、新たなローターアクトの設立が望まれ

ておりますので、各クラブでご検討いただければう

れしく存じます。
◆  識字率向上
　3月は、識字率向上月間です。地域の識字水準が、

その地域の生活水準に直結すると言われておりま

す。国際ロータリーは、この月間中に、読み書き、

計算のできない人たち（非識字者）を援助するため

に、いろいろなプログラムを通して、識字率向上に

取り組んでおります。日本では、読み書きができな

い人はほとんどいませんので、関心が薄いようです

が、『ロータリーの友』（2012 年 3 月号）によると、

全世界では 6 億 7,700 万人（16 歳以上）が読み書

きができませんし、7,500 万人の子ども（そのうち、

4,100 万人が少女）が教育を受けていません。非識

字者の約 3 分の 2 は女性であり、母親が読み書き

ができないと子どもたちも非識字者となる可能性が

高く、悲劇が繰り返されます。また、インドでは、

トラックの運転手が交通標識を読めないため、毎年、

大きな交通事故が 4 万件発生しております。職場で

は、ほとんどの職業には読み書きが必要とされてお

りますので、非識字者は仕事に苦労しており、その

結果、退職する人も増え、失業率が高くなっており

ます。

　非識字→失業→貧困→飢餓→疾病→さらなる貧

困とつながり、貧困の連鎖という悲劇が生じており

ます。これらは、母子の健康を害し、水と衛生設備

の不備、地域社会の発展の阻害、紛争へと導かれ

ます。この問題に真正面から取り組んでいるのが、

6 つの重点分野を強調しているロータリー財団です。

つまり、識字率向上は、他の強調分野と密接に関連

しており、影響を与えております。識字率向上を目指

しながら、読み書きを教え、自立して生活できる方

法を教えていくことが、貧困撲滅の第一歩です。マ

イクロファイナンスにより貧しい人々に起業させ、貧

困から救おうと試みている世界の同志ロータリアン

の考え方と同じです。“ お米を与えてくれれば、今日、

食べる事ができる。育て方を教えてくれれば、毎日、

食べることができる”（マハトマ・ガンジー）。

　この 3 月の強調月間に、関心の薄い識字率向上

の重要性を再確認していただき、私たちが、今、

何ができるのか考えていただければありがたく存

じます。

「何にも増して、文字を読めるということは、貧困か

ら脱却するための手段です。それは自立への贈り物

で、世代から世代へ引き継ぐことができるものです。」

（2006-07 年度 RI 会長　ウィリアム B．ボイド）

2013-14年度　国際ロータリー第2550地区ガバナー 飯 村　愼 一
Iimura　　　　　　Shinichi

―― 悲劇の連鎖を断ち切るために ――
識字率向上で貧困をなくそう
ガバナーメッセージ 2月：識字率向上
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バナイ島Pandan地区のSto Rosario　小学校の復旧状況

ベイエリアから届いた義援金の使途明細書・会計報告 「魅力あるクラブづくり」について討論する出席者たち

Rita会長に義援金を手渡す飯村ガバナー補佐（右）と設楽地区会計長（左）

　地区の皆様よりお寄せいただきました義援金総額

1,680,000円のうち、ガバナー会の了承を得ました

500,000円の義援金を、昨年12月10日、飯村ガ

バナーに同行し、フィリピン・ミンダナオ島カカヤン・

デ・オロ地区ベイエリアロータリークラブに、直接

お届けいたしました内容をご報告申しあげます。

　ミンダナオ島は、被害を受けたレイテ島のすぐ南

に位置し、直後の救援活動は、空輸もままならない

状況下にある中、ベイエリアロータリークラブが、

いち早くボートによる救援活動の調査に乗り出して

いました。私たちはすぐに現地に赴き、そのクラブ

のRita会長にお会いし、復旧のための費用を義援

金としてお渡しいたしました。その後、ベイエリア

RCは早速、本格復旧に取り組み、2月上旬には、

以下のような6つの地域の施設の復旧プロジェクト

を完成させました。

　なお、ベイエリアロータリークラブから、義援金

の使途の明細書、会計報告、6地域の写真

（Before After）が届いており、ガバナー事務所に

保管してありますので、ご報告申しあげます。

　改めて皆様のご協力に感謝申しあげます「ありが

とうございました」。

❶ Sto Rosario...............................小学校教室

❷ Talisay ................................小学校ステージ

❸ Talisay ................................... 小学校教員室

❹ Bagumbayan.....................小学校ステージ

❺ Talisay ............................ 地域日よけ待合所

❻ Highway ........................ 地域日よけ待合所

 フィリピン台風30号
 被災者義援金贈呈について 設楽  厚夫地区会計長　

　1月19日（日）宇都宮グランドホテルにおいて、

2013-14年度の第2回会長・幹事会が開催されま

した。川名悟地区幹事による地区現況報告、設楽

厚夫地区会計長からの地区会計現況報告に続き、

ガバナー補佐より各グループの報告をいただきまし

た。

　休憩をはさんで第2部の講演では、塩釜ロータ

リークラブの桑原茂パストガバナーをお迎えし、「魅

力あるクラブとは」というテーマのもと、「会員増強、

維持は元気なクラブから」を中心にお話しいただき

ました。まず目をひいたのは、当日配付資料の冒頭、

大きく据えられた「元気」についての4つの定義～

刺激・力強さ・鼓動・生命力～です。そして、元

気なロータリークラブとは “ロータリアンが積極的に

活動する・刺激的で力強いクラブ・アイディアがわ

き出るクラブ・アイディアを国内外の地域社会で生

き生きと実施できるクラブ・自分が元気なロータリ

アン” であること、また、具体的に元気の基準の違

いの考え方、元気とはいえないクラブとはどういうも

のか、女性会員が陥りやすい不満などの例を示さ

れました。実際にクラブに変化を起こすために注意

しなければならない事例などについて、一同うなず

きながら拝聴した次第です。

　さらにクラブを活性化させるための取り組み、そ

の結果、もたらされた変化をご自身の経験をもと分

かりやすく説明され、よい循環により会員増強と活

発なロータリー活動の実践という相乗効果が生まれ

歯車が回りだすという事例は、各クラブとも大いに

参考になるのではないでしょうか。

　引き続き行われた懇親会では、各所で話の輪が

でき和やかに親睦が深められ、今年度の重責を労

いあったばかりでなく、お互いの情報交換も活発に

されていたようです。

　飯村年度のガバナー補佐の皆様、会長・幹事の

皆様、6月末まで引き続きご協力いただけますよう

どうぞよろしくお願いいたします。

第2回 会長・幹事会報告 川名　悟地区幹事

Before

After

2013-14年度

「魅力あるクラブとは」というテーマで講演する桑原パストガバナー

2



D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

バナイ島Pandan地区のSto Rosario　小学校の復旧状況

ベイエリアから届いた義援金の使途明細書・会計報告 「魅力あるクラブづくり」について討論する出席者たち

Rita会長に義援金を手渡す飯村ガバナー補佐（右）と設楽地区会計長（左）

　地区の皆様よりお寄せいただきました義援金総額

1,680,000円のうち、ガバナー会の了承を得ました

500,000円の義援金を、昨年12月10日、飯村ガ

バナーに同行し、フィリピン・ミンダナオ島カカヤン・

デ・オロ地区ベイエリアロータリークラブに、直接

お届けいたしました内容をご報告申しあげます。

　ミンダナオ島は、被害を受けたレイテ島のすぐ南

に位置し、直後の救援活動は、空輸もままならない

状況下にある中、ベイエリアロータリークラブが、

いち早くボートによる救援活動の調査に乗り出して

いました。私たちはすぐに現地に赴き、そのクラブ

のRita会長にお会いし、復旧のための費用を義援

金としてお渡しいたしました。その後、ベイエリア

RCは早速、本格復旧に取り組み、2月上旬には、

以下のような6つの地域の施設の復旧プロジェクト

を完成させました。

　なお、ベイエリアロータリークラブから、義援金

の使途の明細書、会計報告、6地域の写真

（Before After）が届いており、ガバナー事務所に

保管してありますので、ご報告申しあげます。

　改めて皆様のご協力に感謝申しあげます「ありが

とうございました」。

❶ Sto Rosario...............................小学校教室

❷ Talisay ................................小学校ステージ

❸ Talisay ................................... 小学校教員室

❹ Bagumbayan.....................小学校ステージ

❺ Talisay ............................ 地域日よけ待合所

❻ Highway ........................ 地域日よけ待合所

 フィリピン台風30号
 被災者義援金贈呈について 設楽  厚夫地区会計長　

　1月19日（日）宇都宮グランドホテルにおいて、

2013-14年度の第2回会長・幹事会が開催されま

した。川名悟地区幹事による地区現況報告、設楽

厚夫地区会計長からの地区会計現況報告に続き、

ガバナー補佐より各グループの報告をいただきまし

た。

　休憩をはさんで第2部の講演では、塩釜ロータ

リークラブの桑原茂パストガバナーをお迎えし、「魅

力あるクラブとは」というテーマのもと、「会員増強、

維持は元気なクラブから」を中心にお話しいただき

ました。まず目をひいたのは、当日配付資料の冒頭、

大きく据えられた「元気」についての4つの定義～

刺激・力強さ・鼓動・生命力～です。そして、元

気なロータリークラブとは “ロータリアンが積極的に

活動する・刺激的で力強いクラブ・アイディアがわ

き出るクラブ・アイディアを国内外の地域社会で生

き生きと実施できるクラブ・自分が元気なロータリ

アン” であること、また、具体的に元気の基準の違

いの考え方、元気とはいえないクラブとはどういうも

のか、女性会員が陥りやすい不満などの例を示さ

れました。実際にクラブに変化を起こすために注意

しなければならない事例などについて、一同うなず

きながら拝聴した次第です。

　さらにクラブを活性化させるための取り組み、そ

の結果、もたらされた変化をご自身の経験をもと分

かりやすく説明され、よい循環により会員増強と活

発なロータリー活動の実践という相乗効果が生まれ

歯車が回りだすという事例は、各クラブとも大いに

参考になるのではないでしょうか。

　引き続き行われた懇親会では、各所で話の輪が

でき和やかに親睦が深められ、今年度の重責を労

いあったばかりでなく、お互いの情報交換も活発に

されていたようです。

　飯村年度のガバナー補佐の皆様、会長・幹事の

皆様、6月末まで引き続きご協力いただけますよう

どうぞよろしくお願いいたします。

第2回 会長・幹事会報告 川名　悟地区幹事

Before

After

2013-14年度

「魅力あるクラブとは」というテーマで講演する桑原パストガバナー

3



D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

Intercity Meeting Report

　11月9日、IMを開催いたしました。まず第3グ

ループAは宇都宮・宇都宮西・宇都宮北・宇都宮

90・宇都宮陽北クラブの5 クラブ290名、第3グ

ループBは宇都宮東・宇都宮南・宇都宮陽東・宇

都宮陽南クラブの4 クラブ206名で、グループ全体

9クラブ496名となり、2550地区全体の約33％を

占めます。創立は1950年代1クラブ、1960年代2

クラブ、1980年代2クラブ、1990年代4クラブに

なります。一番伝統あるクラブと、新しい子クラブ

が混在しているグループです。

　IMは今年度の飯村愼一ガバナー第一の目標であ

る会員増強および会員維持をテーマとしました。は

じめにホストであり実行委員の青木直樹委員長から

趣旨説明があり、各クラブ5分で「会員増強につい

て」発表がありました。最後に比企達男パストガバ

ナーの総評をいただき閉会とし、第2部の懇親会を

村上芳弘Bガバナー補佐のあいさつでアトラクショ

ンを含め有意義なIMが終了できました。

第3グループA・B  IM報告
［ 開　催 ］2013年11月9日

第３グループAガバナー補佐 佐藤　　節
第３グループBガバナー補佐 村上　芳弘

（宇都宮陽北RC）

（宇都宮南RC）

　第8グループ半田ガバナー補佐並びに第9グルー

プガバナー補佐共同開催のIMは全員登録302名、

当日出席160名で行いました。当日は晴天に恵ま

れ、まばゆい光の中、ロータリアンに栄光あれと私

たちを祝福しており、歴史と伝統の栃木県の西南部・

足利・佐野合同のIMは、この地に栄光あれと太陽

がほほ笑んでおりました。

　佐野RCでは3カ月以上前から実行委員会を立ち

上げ、田澤正人委員長のリードのもと、念入りな準

備に入り、ご参加の皆様に粗相のない運営をと気

合いを入れて当日を迎えました。派手さは無くとも

実直にを合言葉に準備が整いました。

　IMの主旨に添った行動でおもてなしを第一義とし

てロータリアンをお迎えいたしました。式典も滞りな

く進み一同が手に手つないでの曲で輪を作り、ロー

タリアンの誇りと友情をいかんなく発揮することがで

き、満足のうちにおひらきとなりました。

第8・第9グループ  IM報告
［ 開　催 ］2013年11月9日

第８グループガバナー補佐 半田　敏雄
第９グループガバナー補佐 篠崎　博司

（ 足 利 R C ）

（ 佐 野 R C ）

関　享一宇都宮南ロータリークラブ　インターアクト設立委員会委員長　

　先輩の皆様方が築き上げた宇都宮南ロータリーク
ラブも32年の歳月が経ちました。今回、何かクラブ
の歴史に残る奉仕活動をと思い、インターアクト・ク
ラブ設立に向けた実行委員会が立ち上がりました。
地域性に鑑み、栃木県立宇都宮南高等学校をパート
ナーに迎え、当クラブが提唱クラブとして、国際ロー
タリー第2550地区15番目となるインターアクト・ク
ラブ設立に向け準備を進めました。
　宇都宮南高等学校へ出向き、インターアクター（学
生）を交えての学校説明会・結成会合などを行いま
した。また、地区インターアクト委員会の方々のご指
導と、既に活躍している地区内インターアクト・クラ
ブの会長・顧問教諭をクラブの例会にお招きし、「イ
ンターアクト・クラブについて」の卓話をいただき、
設立に向けた準備に入りました。
　クラブ内では、理事会で承認されたインターアクト
設立実行委員会の若く熱意あるメンバーが、率先して
インターアクト・クラブ設立に関する学習を行い、大
変心強い力となりました。企業人として仕事に忙しい
中、ロータリーアンとしての誇りを持ち、宇都宮南高
等学校の学校長、インターアクト顧問教諭、インター
アクターとの打ち合わせ会合を重ねました。互いの「大
きな夢の実現」に向けて奉仕という大きな目的があっ
たからこそできたことと思います。
　この半年間の設立実行委員会で学んで理解を得
たインターアクト・クラブとは ①インターアクトは、
12歳から18歳までの青少年のための国際ロータ
リーの奉仕クラブです。インターアクトは、支援や
指導を与えるロータリークラブが提唱して結成され
ますが運営面でも経済面でも自立しています ②クラ
ブの構成は、男子のみ、女子のみ、「南風インター
アクトクラブ」のような男女混合からなるクラブも

あり、その規模は大小さまざまです。会員の基盤は
１つの学校の生徒から集められる場合と、同じ地域
の２つ以上の学校からなる場合もあります。国際
ロータリークラブでは加盟認証時は15名以上が好
ましいとされています ③毎年、インターアクト・ク
ラブは少なくとも2つの社会奉仕プロジェクトを行
い、国際理解と親善を推進するものとされています。
プロジェクトを通じて、インターアクターは地元社
会や海外のクラブとの友情のネットワークを築きま
す。つまり奉仕活動は、インターアクターの活動の
真髄ともいえます。
　奉仕活動を行うことでインターアクターたちは、次
のような大切さを学びとります。 ①指導力と人間との
高潔さ ②他者を助け、他者を尊重すること ③個人の
責任と懸命に努力することの価値 ④国際理解と親善
を推進する。
　概ね120カ国で11,000以上のクラブで、現在
250,000人近くの若者がインターアクターとして社会
奉仕に携わっています。
　栃木県立宇都宮南高等学校「南風インターアクト・
クラブ」の取得後の、当クラブの指導等については 
①インターアクト・クラブの「プロジェクト」への協
賛と援助 ②今後のクラブ内に恒久的な組織化（委員
会）の設立と予算化 ③インターアクターの「国際理
解と親善」のために資金援助 ④インターアクト・クラ
ブの理事会・総会等の参加の義務――を遵守すべき
点であると思われます。
　12月14日の認証状伝達式をクラブの皆様が全員
参加でロータリーを実践すべき責任あるイベントと思
いつつ互いに熱い汗をかき、新世代プロジェクトが完
結しました。今後は先輩ロータリークラブのご指導を
いただきながら一歩一歩前進したいと思います。

南風インターアクトクラブ認証状伝達式

宇都宮南高等学校南風インターアクトクラブ 設立に向けて宇都宮南高等学校南風インターアクトクラブ 設立に向けて宇都宮南高等学校南風インターアクトクラブ 設立に向けて
開催の報告IM
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Intercity Meeting Report
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ナーの総評をいただき閉会とし、第2部の懇親会を

村上芳弘Bガバナー補佐のあいさつでアトラクショ

ンを含め有意義なIMが終了できました。

第3グループA・B  IM報告
［ 開　催 ］2013年11月9日

第３グループAガバナー補佐 佐藤　　節
第３グループBガバナー補佐 村上　芳弘

（宇都宮陽北RC）
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　第8グループ半田ガバナー補佐並びに第9グルー

プガバナー補佐共同開催のIMは全員登録302名、

当日出席160名で行いました。当日は晴天に恵ま

れ、まばゆい光の中、ロータリアンに栄光あれと私

たちを祝福しており、歴史と伝統の栃木県の西南部・

足利・佐野合同のIMは、この地に栄光あれと太陽

がほほ笑んでおりました。

　佐野RCでは3カ月以上前から実行委員会を立ち

上げ、田澤正人委員長のリードのもと、念入りな準

備に入り、ご参加の皆様に粗相のない運営をと気

合いを入れて当日を迎えました。派手さは無くとも

実直にを合言葉に準備が整いました。

　IMの主旨に添った行動でおもてなしを第一義とし

てロータリアンをお迎えいたしました。式典も滞りな

く進み一同が手に手つないでの曲で輪を作り、ロー

タリアンの誇りと友情をいかんなく発揮することがで

き、満足のうちにおひらきとなりました。

第8・第9グループ  IM報告
［ 開　催 ］2013年11月9日

第８グループガバナー補佐 半田　敏雄
第９グループガバナー補佐 篠崎　博司

（ 足 利 R C ）

（ 佐 野 R C ）

関　享一宇都宮南ロータリークラブ　インターアクト設立委員会委員長　

　先輩の皆様方が築き上げた宇都宮南ロータリーク
ラブも32年の歳月が経ちました。今回、何かクラブ
の歴史に残る奉仕活動をと思い、インターアクト・ク
ラブ設立に向けた実行委員会が立ち上がりました。
地域性に鑑み、栃木県立宇都宮南高等学校をパート
ナーに迎え、当クラブが提唱クラブとして、国際ロー
タリー第2550地区15番目となるインターアクト・ク
ラブ設立に向け準備を進めました。
　宇都宮南高等学校へ出向き、インターアクター（学
生）を交えての学校説明会・結成会合などを行いま
した。また、地区インターアクト委員会の方々のご指
導と、既に活躍している地区内インターアクト・クラ
ブの会長・顧問教諭をクラブの例会にお招きし、「イ
ンターアクト・クラブについて」の卓話をいただき、
設立に向けた準備に入りました。
　クラブ内では、理事会で承認されたインターアクト
設立実行委員会の若く熱意あるメンバーが、率先して
インターアクト・クラブ設立に関する学習を行い、大
変心強い力となりました。企業人として仕事に忙しい
中、ロータリーアンとしての誇りを持ち、宇都宮南高
等学校の学校長、インターアクト顧問教諭、インター
アクターとの打ち合わせ会合を重ねました。互いの「大
きな夢の実現」に向けて奉仕という大きな目的があっ
たからこそできたことと思います。
　この半年間の設立実行委員会で学んで理解を得
たインターアクト・クラブとは ①インターアクトは、
12歳から18歳までの青少年のための国際ロータ
リーの奉仕クラブです。インターアクトは、支援や
指導を与えるロータリークラブが提唱して結成され
ますが運営面でも経済面でも自立しています ②クラ
ブの構成は、男子のみ、女子のみ、「南風インター
アクトクラブ」のような男女混合からなるクラブも

あり、その規模は大小さまざまです。会員の基盤は
１つの学校の生徒から集められる場合と、同じ地域
の２つ以上の学校からなる場合もあります。国際
ロータリークラブでは加盟認証時は15名以上が好
ましいとされています ③毎年、インターアクト・ク
ラブは少なくとも2つの社会奉仕プロジェクトを行
い、国際理解と親善を推進するものとされています。
プロジェクトを通じて、インターアクターは地元社
会や海外のクラブとの友情のネットワークを築きま
す。つまり奉仕活動は、インターアクターの活動の
真髄ともいえます。
　奉仕活動を行うことでインターアクターたちは、次
のような大切さを学びとります。 ①指導力と人間との
高潔さ ②他者を助け、他者を尊重すること ③個人の
責任と懸命に努力することの価値 ④国際理解と親善
を推進する。
　概ね120カ国で11,000以上のクラブで、現在
250,000人近くの若者がインターアクターとして社会
奉仕に携わっています。
　栃木県立宇都宮南高等学校「南風インターアクト・
クラブ」の取得後の、当クラブの指導等については 
①インターアクト・クラブの「プロジェクト」への協
賛と援助 ②今後のクラブ内に恒久的な組織化（委員
会）の設立と予算化 ③インターアクターの「国際理
解と親善」のために資金援助 ④インターアクト・クラ
ブの理事会・総会等の参加の義務――を遵守すべき
点であると思われます。
　12月14日の認証状伝達式をクラブの皆様が全員
参加でロータリーを実践すべき責任あるイベントと思
いつつ互いに熱い汗をかき、新世代プロジェクトが完
結しました。今後は先輩ロータリークラブのご指導を
いただきながら一歩一歩前進したいと思います。

南風インターアクトクラブ認証状伝達式
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開催の報告IM

5



D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter6



D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

D I S T R I C TR O T A R Y    I N T E R N A T I O N A L 2550

Governor's Monthly Letter Governor's Monthly Letter

第 2 5 5 0 地 区 　 1 月 会 員 増 強 ・ 出 席 報 告
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内女性
会員増減通算減通算増退会入会今月7月

1日

会員数

平均今月

1月出席率例
会
数

クラブ名
分
　区 内女性

会員増減通算減通算増退会入会今月7月
1日

会員数

平均今月

1月出席率例
会
数

クラブ名
分
　区

大 田 原
黒 　 磯
西那須野
黒 　 羽
那 　 須
塩 原
大田原中央
烏 　 山
氏 　 家
矢 　 板
馬頭小川
高 根 沢
宇 都 宮
宇都宮西
宇都宮北
宇都宮90
宇都宮陽北
宇都宮東
宇都宮南
宇都宮陽東
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真 　 岡
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岩 　 舟
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ロータリー最近の文献より（２） ［申込先：ロータリー文庫]

〒105-0011
東京都港区芝公園 2-6-15
黒龍芝公園ビル3階
TEL 03-3433-6456
FAX 03-3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10時～午後 5時
休館＝土・日・祝祭日

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記
念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、
約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備え
ております。閲覧はもちろん、電話や書信によるご

相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料に
ついてはコピーサービスも承ります。また、一部資
料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」
を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介をいたします。

ロータリー文庫

317
号

「『奉仕の理想』をめぐって　その２」.................................................................本田博己／2013／4p（D.2840月信）
「『四大奉仕』がどうして『五大奉仕』になったのか？」......................................本田博己／2013／3p（D.2840月信）
「『職業奉仕』はロータリーの根幹か？」.............................................................本田博己／2013／4p（D.2840月信）
「地区大会　その1～3」.......................................深川純一／伊丹R. C.／2013／3p（純ちゃんのコーナーPartⅫ）
「ロータリーの歴史年表」.............................................................................................................諏訪昭登／2013／7p
「JUSTICE in The ROTARY ロータリーの正義」............................................................田渕水作夫／2013／69p
「あかあかや　あかあかあかや」...........................................................市川伊三夫／〔2006〕／2p（ガバナー所感集）
「近頃の世相に想うこと」......................................................................市川伊三夫／〔2006〕／2p（ガバナー所感集）

 以下、申し込み先が変わります　［申込先：前岡志郎 FAX(0977)26-1444]
「国際ロータリー日本人RI理事と日本ロータリー93年の流れ」..............................................前岡志郎／2013／8p

●

●

●

●

●

●

●

●

●

田村嘉應 友地区代表委員ロータリーの友 2月号への第2550地区からの掲載記事

〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15
黒龍芝公園ビル4階
一般社団法人ロータリーの友事務所
TEL 03-3436-6651　FAX 03-3436-5956
編集部メールhensyu@rotary-no-tomo.jp

ロータリーの友への
ご投稿・お問い合わせは下記へ。
どうぞ積極的な投稿をお待ちしています。

（敬称略） この欄に第2550地区からの掲載記事を毎回
ご紹介しています。2月号の掲載は左記3件でした。
この次はあなたのクラブの記事です。

文庫
通信
文庫
通信

◆ 視　点　ガバナーのページ 「支援の届かないフィリピンの人々に」　飯村慎一ガバナー
支援を正しく有効に届ける難しさが書いてあります。

◆ ROTARY俳壇　　変哲の居ない浅草銀杏散る　　矢吹告朱　宇都宮西RC
解説がついていますのでぜひそちらをお読みください。

FRIENDSHIP  PLAZA  「忘れられた難民」　　田村嘉應　宇都宮90RC
私の投稿記事です。お読みいただけましたらうれしいです。この記事は11月に投稿したものです。
それほど遅れて掲載されていませんので、皆さんも奮って投稿してください。

◆ 
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イ ン フ ォ メ ー ション

新 入 会 員 紹 介

お世話になります。ご指導を賜り活動していきた
いと思います。

平田　廣一
ひらた　こういち

小山南RC

（有）平田商店
代表取締役

平成25年７月23日入会

入会させていただきありがとうございます。今後と
もよろしくお願い申し上げます。

上野美津江
うえの　みつえ

小山南RC

（株）トチケン
代表取締役

平成25年７月23日入会

本年より入会させていただきました新井と申しま
す。どうぞよろしくお願いします。

新井　将能
あらい　まさよし

宇都宮RC

（株）トヨタレンタリース栃木
代表取締役社長

平成25年11月11日入会

再入会いたしました。よろしくお願いいたします。

鈴木　明
すずき　あきら

宇都宮東RC

（有）アズプラン
代表取締役

平成25年11月26日入会

「やればできる　一歩前へ！」が信条です。皆様
との出会いをチャンスに変えます。

太田　周
おおた　いたる

宇都宮RC

学校法人船田教育会
作新学院大学　学長

平成25年11月29日入会

入会させていただきありがとうございます。ご指
導よろしくお願い致します。

伊原　修
いはら　おさむ

宇都宮RC

（株）大高商事
専務取締役

平成25年12月3日入会

地域社会に貢献できるよう頑張ります。ご指導よ
ろしくお願いいたします。

三和　正寿
みわ　まさとし

宇都宮RC

野村證券（株）
宇都宮支店　支店長

平成25年12月27日入会

まだ分からないことばかりですが、お役に立てる
ように行動していきます。

斎藤　明美
さいとう　あけみ

矢板RC

（有）玉生石材センター
マネージャ―

平成26年1月1日入会

紹介していただいた方が偉大なので、その重圧
に負けないようにしていきます。

大澤　昌弘
おおさわ　まさひろ

栃木RC

（株）メディカルグリーン
専務取締役

平成26年1月2日入会

よろしくお願いいたします。

菊池　文江
きくち　ふみえ

塩原RC

菊池産業（株）
取締役

平成26年1月2日入会

よろしくお願いします。

薄井　孝子
うすい　たかこ

塩原RC

（有）薄井設備

平成26年1月2日入会

地域内で何かのお役に立てればと思っておりま
す。よろしくお願いします。

薄井　孝男
うすい　たかお

塩原RC

（有）薄井設備
代表取締役

平成26年1月2日入会

よろしくお願いいたします。

落合　敬子
おちあい　よしこ

栃木南RC

落合産業（株）
取締役

平成26年1月9日入会

生前父が大変お世話になった北ロータリークラブ
の会員になれて光栄です。

徳原　龍樹
とくはら　りゅうじゅ

宇都宮北RC

（有）アーバンエルシー
代表取締役

平成25年1月9日入会

皆様のご指導を賜り、活動して参ります。よろしく
お願いいたします。

伊藤　和行
いとう　かずゆき

小山中央RC

（有）たくみ工芸
代表取締役

平成26年1月21日入会

皆様方のご指導をどうぞよろしくお願いいたし
ます。

高田　和江
たかだ　かずえ

塩原RC

（株）タカダ
取締役統括部長

平成26年1月2日入会

今後ともよろしくお願いいたします。

水原　清
みずはら　きよし

宇都宮南RC

（株）建設工房 源
代表取締役

平成26年1月8日入会

先代の意志を継ぎ、地域社会への貢献に少しで
もお役に立てますよう頑張ります。

荒牧　明二
あらまき　あきじ

黒磯RC

深谷建設（株）
代表取締役

平成26年1月8日入会

宇都宮市内で老人ホームを運営しています。よろ
しくご指導お願いいたします。

角田　充由
かくた　みつよし

宇都宮南RC

社会福祉法人南都会
副理事長

平成26年1月8日入会

諸先輩方のご指導を受け、社会奉仕してまいりま
すので、よろしくお願いいたします。

毛塚　武久
けづか　たけひさ

宇都宮RC

明電産業（株）
代表取締役社長

平成26年1月23日入会

栃木に来て５年目まだ何も分かりませんが、よろ
しくご指導お願い申し上げます。

荒井　貢
あらい　みつぐ

栃木南RC

いずるの里笑福
施設長

平成26年1月30日入会

ロータリーの奉仕の精神を学び、微力ながら社会
の一助となればと思います。

稲垣　政一
いながき　まさいち

黒磯RC

（有）稲垣商事
代表取締役

平成26年1月29日入会

物 故 会 員 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申しあげます。

蒲生  利晴 様
がもう　としはる

小山RC

平成 26年 1月10日　享年 61歳物　故

◆ ロータリー歴

◆ 財団、米山記念奨学会などの寄付歴
2011-2012年  ＳＡＡ委員長

準ポール・ハリス・フェロー
準米山功労者

　数えて28回目の益子ロータリークラブ主催の
陶芸教室。今年度は、ロータリー財団新地区
補助金を活用して、従来より範囲を茂木までそ
の輪を広め、益子・茂木両町教育委員会のご
理解とご協力を得て、特別支援学級児童生徒を
対象に開催しました。また、制作された作品を
展覧するために、2会場を用意し、広く地域の
方々にも子どもたちの成果をご覧いただく企画
にしました。
　益子地区より小学校4校、中学校3校、茂
木地区より小学校2校の計42名の児童生徒。
それに保護者、手をつなぐ親の会引率教諭、両
町教育委員会教育長のご来臨を含め97名が会
場の「つかもと」に集合しました。

　午前9時、堀中会長のあいさつで始まり、陶
芸作家の佐久間、藤原会員と、直接指導をして
くださる益子焼伝統工芸士8名の皆さんが紹介
され、ろくろ班、手びねり班、絵付け班の3班
に分かれ、各班それぞれ50分毎に順次班を移
動し、制作上の注意とあらかじめ発表してあっ
たテーマの『ひなまつり』に因んだ作品に取り
組みました。
　午前11時、飯村ガバナー、上野ガバナー補
佐が公務繁多のなか駆け付けてくださり、子ど
もたちの作陶状況をつぶさに視察されました。
12時10分「つかもと」大食堂に130名の参
会の下、益子ロータリークラブ第1670回の例
会、飯村ガバナーにご挨拶をいただき、賑やか
に釡めしでの昼食となり、13時10分閉会とな
りました。
　作品は、乾燥・焼成とおよそ１カ月を要します。
その間に、写真家松崎幹さんのご協力で「こども・
土と遊ぶ展」と題した広報用ポスターとダイレ
クトメールもでき、下記日程で展示をしておりま
す。2550地区の皆様にも、ぜひ会場に足をお
運びの上、ご覧いただければ幸いです。

― ロータリー財団補助金活用 ―

展示された児童生徒の作品

シリーズ Vol. 5

特別支援学級児童生徒のみなさまと

「陶芸教室」の開催および作品の展覧会
開催：平成26年 1月 22日（水）　　会場： （株） つかもと　陶芸教室

第1会場

第2会場

平成26年4月5日(土)～11日(金)

『 陶 庫 』益子町城内坂2

平成26年2月22日（土）～28日（金）

茂木町茂木1090-1『道の駅もてぎ』
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イ ン フ ォ メ ー ション

新 入 会 員 紹 介

お世話になります。ご指導を賜り活動していきた
いと思います。

平田　廣一
ひらた　こういち

小山南RC

（有）平田商店
代表取締役

平成25年７月23日入会

入会させていただきありがとうございます。今後と
もよろしくお願い申し上げます。

上野美津江
うえの　みつえ

小山南RC

（株）トチケン
代表取締役

平成25年７月23日入会

本年より入会させていただきました新井と申しま
す。どうぞよろしくお願いします。

新井　将能
あらい　まさよし

宇都宮RC

（株）トヨタレンタリース栃木
代表取締役社長

平成25年11月11日入会

再入会いたしました。よろしくお願いいたします。

鈴木　明
すずき　あきら

宇都宮東RC

（有）アズプラン
代表取締役

平成25年11月26日入会

「やればできる　一歩前へ！」が信条です。皆様
との出会いをチャンスに変えます。

太田　周
おおた　いたる

宇都宮RC

学校法人船田教育会
作新学院大学　学長

平成25年11月29日入会

入会させていただきありがとうございます。ご指
導よろしくお願い致します。

伊原　修
いはら　おさむ

宇都宮RC

（株）大高商事
専務取締役

平成25年12月3日入会

地域社会に貢献できるよう頑張ります。ご指導よ
ろしくお願いいたします。

三和　正寿
みわ　まさとし

宇都宮RC

野村證券（株）
宇都宮支店　支店長

平成25年12月27日入会

まだ分からないことばかりですが、お役に立てる
ように行動していきます。

斎藤　明美
さいとう　あけみ

矢板RC

（有）玉生石材センター
マネージャ―

平成26年1月1日入会

紹介していただいた方が偉大なので、その重圧
に負けないようにしていきます。

大澤　昌弘
おおさわ　まさひろ

栃木RC

（株）メディカルグリーン
専務取締役

平成26年1月2日入会

よろしくお願いいたします。

菊池　文江
きくち　ふみえ

塩原RC

菊池産業（株）
取締役

平成26年1月2日入会

よろしくお願いします。

薄井　孝子
うすい　たかこ

塩原RC

（有）薄井設備

平成26年1月2日入会

地域内で何かのお役に立てればと思っておりま
す。よろしくお願いします。

薄井　孝男
うすい　たかお

塩原RC

（有）薄井設備
代表取締役

平成26年1月2日入会

よろしくお願いいたします。

落合　敬子
おちあい　よしこ

栃木南RC

落合産業（株）
取締役

平成26年1月9日入会

生前父が大変お世話になった北ロータリークラブ
の会員になれて光栄です。

徳原　龍樹
とくはら　りゅうじゅ

宇都宮北RC

（有）アーバンエルシー
代表取締役

平成25年1月9日入会

皆様のご指導を賜り、活動して参ります。よろしく
お願いいたします。

伊藤　和行
いとう　かずゆき

小山中央RC

（有）たくみ工芸
代表取締役

平成26年1月21日入会

皆様方のご指導をどうぞよろしくお願いいたし
ます。

高田　和江
たかだ　かずえ

塩原RC

（株）タカダ
取締役統括部長

平成26年1月2日入会

今後ともよろしくお願いいたします。

水原　清
みずはら　きよし

宇都宮南RC

（株）建設工房 源
代表取締役

平成26年1月8日入会

先代の意志を継ぎ、地域社会への貢献に少しで
もお役に立てますよう頑張ります。

荒牧　明二
あらまき　あきじ

黒磯RC

深谷建設（株）
代表取締役

平成26年1月8日入会

宇都宮市内で老人ホームを運営しています。よろ
しくご指導お願いいたします。

角田　充由
かくた　みつよし

宇都宮南RC

社会福祉法人南都会
副理事長

平成26年1月8日入会

諸先輩方のご指導を受け、社会奉仕してまいりま
すので、よろしくお願いいたします。

毛塚　武久
けづか　たけひさ

宇都宮RC

明電産業（株）
代表取締役社長

平成26年1月23日入会

栃木に来て５年目まだ何も分かりませんが、よろ
しくご指導お願い申し上げます。

荒井　貢
あらい　みつぐ

栃木南RC

いずるの里笑福
施設長

平成26年1月30日入会

ロータリーの奉仕の精神を学び、微力ながら社会
の一助となればと思います。

稲垣　政一
いながき　まさいち

黒磯RC

（有）稲垣商事
代表取締役

平成26年1月29日入会

物 故 会 員 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申しあげます。

蒲生  利晴 様
がもう　としはる

小山RC

平成 26年 1月10日　享年 61歳物　故

◆ ロータリー歴

◆ 財団、米山記念奨学会などの寄付歴
2011-2012年  ＳＡＡ委員長

準ポール・ハリス・フェロー
準米山功労者

　数えて28回目の益子ロータリークラブ主催の
陶芸教室。今年度は、ロータリー財団新地区
補助金を活用して、従来より範囲を茂木までそ
の輪を広め、益子・茂木両町教育委員会のご
理解とご協力を得て、特別支援学級児童生徒を
対象に開催しました。また、制作された作品を
展覧するために、2会場を用意し、広く地域の
方々にも子どもたちの成果をご覧いただく企画
にしました。
　益子地区より小学校4校、中学校3校、茂
木地区より小学校2校の計42名の児童生徒。
それに保護者、手をつなぐ親の会引率教諭、両
町教育委員会教育長のご来臨を含め97名が会
場の「つかもと」に集合しました。

　午前9時、堀中会長のあいさつで始まり、陶
芸作家の佐久間、藤原会員と、直接指導をして
くださる益子焼伝統工芸士8名の皆さんが紹介
され、ろくろ班、手びねり班、絵付け班の3班
に分かれ、各班それぞれ50分毎に順次班を移
動し、制作上の注意とあらかじめ発表してあっ
たテーマの『ひなまつり』に因んだ作品に取り
組みました。
　午前11時、飯村ガバナー、上野ガバナー補
佐が公務繁多のなか駆け付けてくださり、子ど
もたちの作陶状況をつぶさに視察されました。
12時10分「つかもと」大食堂に130名の参
会の下、益子ロータリークラブ第1670回の例
会、飯村ガバナーにご挨拶をいただき、賑やか
に釡めしでの昼食となり、13時10分閉会とな
りました。
　作品は、乾燥・焼成とおよそ１カ月を要します。
その間に、写真家松崎幹さんのご協力で「こども・
土と遊ぶ展」と題した広報用ポスターとダイレ
クトメールもでき、下記日程で展示をしておりま
す。2550地区の皆様にも、ぜひ会場に足をお
運びの上、ご覧いただければ幸いです。

― ロータリー財団補助金活用 ―

展示された児童生徒の作品

シリーズ Vol. 5

特別支援学級児童生徒のみなさまと

「陶芸教室」の開催および作品の展覧会
開催：平成26年 1月 22日（水）　　会場： （株） つかもと　陶芸教室

第1会場

第2会場

平成26年4月5日(土)～11日(金)

『 陶 庫 』益子町城内坂2

平成26年2月22日（土）～28日（金）

茂木町茂木1090-1『道の駅もてぎ』
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〒320-0826  宇都宮市西原町142  宇都宮グランドホテル内  1 階

E-mail  ｍ2550＠agate.plala.or.jp

国際ロータリー第 2550 地区　ガバナー事務所

※各ロータリークラブでおしらせしたい情報がありましたら、事務局まで原稿をお寄せください。

TEL 028-651-2550　FAX 028-651-2551


